
定員
各20名

全体構造法
アドバンス講座

失語症や高次脳機能障の構造的評価と訓練
全体で活動する人間の脳活動と障害の捉え方―Luriaの神経心理学を中心に学ぶ

第1部

最適な「となえうた」創作の構造的基礎
各言語障害・各失語症タイプに最適な言語リハビリ教材の作成
－日本語成り立ちと構文体系、その障害および語用論との関係を学ぶ

お申し込みフォームはこちら

ホームページ https://nur.ac.jp/gs/brain_disorders/jistcourse/

概要

受講者募集

1回目 2回目 3回目 4回目

第1部 2026年1月24日(土) 2026年2月21日(土) 2026年3月28日(土) 2026年4月18日(土)

第2部 2026年5月16日(土) 2026年6月20日(土) 2026年7月18日(土) 2026年8月22日(土)

第3部 2026年9月19日(土) 2026年10月24日(土) 2026年11月28日(土) 2026年12月19日(土)

日程 土曜日／13:30 16:40

オンライン
ZOOM利用

講師 道関京子
新潟リハビリテーション大学大学院名誉教授
日本全体構造臨床言語学会理事
言語聴覚士

各部 35,000

https://forms.office.com/r/ifvT7hJTkf

円

募集期間 2025年10月27日(月)10:00- 定員に達し次第終了

第2部

第3部 意味（思考）と言語に関する言語リハビリの重要性
・語想起・命名障害（失名辞・発達遅）の段階を踏まえた、言語リハビリ構成

－Vygotsky「思考と言語」1章～5章を中心に学ぶ
・言語教育（学校教育）に対する言語リハビリの重要性理解と貢献

－Vygotsky「思考と言語」6章～7章を中心に学ぶ

新潟リハビリテーション大学大学院
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